
　皆様今晩は、季節はいよいよ 2月に入りました。
暦の上では立春とは申せ、花のつぼみも固く寒さ
が続きます。ご自愛ください。
　本日のお客様はガバナー補佐エレクトの高槻西
RCの近藤眞進様がお見えになり先程別室で次年度
会長、幹事、理事予定者との懇談会が行われました。
後ほどご挨拶をヨロシクお願い致します。また米
山奨学生の鄭海蘭さんがお見えになっています。
後ほど奨学金をお渡しいたします。
　2016 年から 2月は平和と紛争予防　紛争解決
月間でございます。それまでは世界理解月間でご
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スキー
山は白銀 ( しろがね ) 朝日を浴びて
すべるスキーの風切る速さ
飛ぶは粉雪 ( こゆき ) か 舞い立つ霧か
お　お　お　この身もかけるよ　かける

真一文字 ( まいちもんじ ) に 身をおどらせて
さっと飛び越す飛鳥 ( ひちょう ) の翼
ぐんとせまるは、ふもとか 谷か
お　お　お　たのしや　手練 ( しゅれん ) の飛躍

ざいました。
　2月 1日 ( 水 ) 早朝より寒さ厳しい中、当クラブ
担当のクリーンデーが開催されました。後ほど社
会奉仕委員会より報告がございます。2月4日（土）
大阪 YMCA会館、第 1回クラブ戦略委員会へ荻田
会長エレクトと一緒に行って参りました。地区内
各クラブに「クラブ計画戦略委員会」の立ち上げ
をお願いしてから 2年が経過しています。
　活動事例発表また、「NPO法人国際ロータリー
日本青少年交換委員会」を他地区合同奉仕活動で
あることの承認する件についての説明を本日お見
えになっている近藤眞道様からお話がありました。
この件につきましては後日正式文章がきますので
理事会で承認をうけます。本日は先ほどお話し致
しました今月の月間テーマの一つであるロータ
リー平和センタープログラムについてお話し致し
ます。
　ロータリー平和センタープログラムは国際問題、
平和、紛争解決の分野の修士号、または、平和と
紛争解決分野の専門能力開発修了証の取得を目指
す人に奨学金を提供するものです。この奨学金を
ロータリー平和フェローシップといい、この奨学
金を受けて留学する人達をロータリー平和フェ
ローと呼びます。
　ロータリーは国際基督教大学をはじめとする世
界のいくつかの名門大学と提携し、その学内に国
際問題研究のためのロータリー平和センターを設
立し、平和や紛争解決の理念の実現に献身する個
人に研究の機会をあたえています。財団は毎年、

ロータリーセンターにおいて 1-2 年の修士課程、
または３ケ月の間の専門能力開発修了取得プログ
ラムを通して、国際問題、平和、紛争解決を研究
する 100 名までのロータリー平和センターフェ
ローを後援しています。詳しくはロータリー平和
センターロータリアンのためのプログラムの手引
きをご覧ください。
　また松本ガバナーが今月号のガバナー月信で、
「平和と紛争予防」で我々が手近にできることの一
つに財団への寄付があります。ロータリー財団
100 周年の記念シンポジウムで国際親善奨学生 4
名、平和フェロー 1名のスピーチがあり、異口同
音に「ロータリー財団のお蔭で海外で実りある活
動をすることができています。将来は何らかの形
でロータリーや皆様にご恩返しします」と言われ
ていましたと述べられています。我々のクラブの
ロータリー財団の年次寄付 1月 25日現在クラブ
平均＄131 で、地区平均に届いていません。一人
当たり $160 の目標ですので、あと 5か月ありま
すがよろしくお願いいたします。本日の卓話は坂
口パスト会長のアンチエイジングです。お楽しみ
ください。
　これで本日の会長挨拶と致します。
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出席報告
●会　員　数 49名 ●来　　　客 2名
●出席会員数 38名 ●本日の出席率 92.68％
●1月16日の出席率（メーキャップ含む）100％

出席委員会　　佐藤委員長

ゲスト紹介 親睦活動委員
近藤会員

幹事報告 長屋幹事　

1．ロータリーの友 2月号が届きましたのでお配り
しました。
2．ロータリー手帳、購入希望の方は 2/22 までに
購入希望に○をつけてください。
受付カウンターにあります。
3.　本日例会終了後第二回クラブの「戦略活動計画
委員会があります。理事その他要出席者の方は例会
終了後メイプルルームへお越しください。

社会奉仕委員会 清水理事

　2月 1日（水）は当クラブ主催のクリーンデー
が開催されました。出席者は井伊会長、阿部会員、
家村会員、荻田会員、河邊会員、木下会員、坂本
一成会員、瀬川会員、橋本徹也会員、本田会員、
水谷会員とアパルトマン様から 11名、新大阪江
坂東急 REI ホテルから細川様合計 23名ご参加い
ただきました。皆様ご協力ありがとうございまし
た。

職業奉仕委員会 髙木理事

ガバナー補佐エレクト　　近藤　眞道　様
米山奨学生　　　　　　　鄭　海　蘭　様

お誕生月のお祝い　2月
会員
昭和 10年　2月　  1 日　　　　小川　会員
昭和 22年　2月　 10 日　　　　村井　会員
昭和 13年　2月　 11 日　　　  瀧川　会員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　3名

ご結婚のお祝い　2月
昭和　49年　2月　4日　　村井　会員ご夫妻　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　1組

会員夫人
　　　　　2月　  4 日　　　木田　会員夫人
　　　　　2月　  7 日　　　杦本　会員夫人
　　　　　2月　10 日   　　 新井　会員夫人
　　　　　2月　27 日  　  　近藤　会員夫人
　　　　　2月　28 日   　 小川　会員夫人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　6名
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